
先
日
、
政
府
の
要
請
に
よ
り
、
運
転
中
で

あ
っ
た
中
部
電
力
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
原

子
炉
全
て
が
運
転
停
止
（
冷
温
状
態
）
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
果
た
し
て
運
転
停
止

し
た
だ
け
で
、
安
全
だ
と
い
え
る
の
で
し
ょ

う
か
。

●●●●
福福福福
島島島島
第第第第
一一一一
原原原原
発発発発
のののの

停停停停
止止止止
しししし
てててて
いいいい
たたたた
原原原原
子子子子
炉炉炉炉
はははは

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て
は
、

１
号
機
か
ら
３
号
機
ま
で
の
３
機
が
運
転

中
で
あ
り
、
４
号
機
か
ら
６
号
機
ま
で
は

運
転
停
止
、
定
期
検
査
中
で
し
た
。
今
回
、

浜
岡
原
子
力
発
電
所
は
、
運
転
停
止
の
状

態
で
す
が
、
福
島
原
発
で
運
転
停
止
だ
っ

た
４
号
機
が
水
素
爆
発
を
引
き
起
こ
し
た

事
実
を
考
え
る
と
、
運
転
停
止
＝
安
全
と

は
い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、
浜

岡
原
子
力
発
電
所
は
、
東
日
本

大
震
災
と
同
等
レ
ベ
ル
の
地
震

が
起
き
る
と
予
想
さ
れ
、
し
か

も
震
源
域
の
真
上
に
建
っ
て
い

ま
す
。

●●●●
運運運運
転転転転
再再再再
開開開開
はははは
危危危危
険険険険

政
府
は
、
津
波
な
ど
の
安
全
対

策
を
や
れ
ば
、
運
転
再
開
を
認

め
る
方
針
で
す
。
し
か
し
浜
岡

原
発
は
、
津
波
だ
け
で
な
く
、

直
下
型
の
地
震
そ
の
も
の
に
よ
っ

て
、
破
壊
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。
浜
岡
原
発
の
地
盤
が
固

い
岩
盤
で
は
な
く
、
軟
弱
な
地

盤
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
す
で
に

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

●●●●
浜浜浜浜
岡岡岡岡
原原原原
発発発発
はははは
廃廃廃廃
炉炉炉炉
にににに

福
島
第
一
発
電
所
の
例
か
ら

し
て
も
、
予
想
さ
れ
る
地
震
の

被
害
か
ら
し
て
も
、
浜
岡
原
発

は
、
一
時
的
な
停
止
後
の
運
転
再
開
で
は

な
く
、
永
久
停
止
で
廃
炉
に
す
る
こ
と
が

最
適
な
対
応
策
で
す
。

●●●●
自自自自
然然然然
エエエエ
ネネネネ
ルルルル
ギギギギ
ーーーー
でででで
雇雇雇雇
用用用用
確確確確
保保保保

原
発
の
廃
炉
と
平
行
し
て
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。
ド
イ
ツ

で
は
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
の
増
加

に
伴
い
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る

発
電
は
新
た
な
雇
用
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
今
日
ド
イ
ツ
で
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
よ
る
発
電
に
関
連
し
て
、
13
万
人

の
雇
用
が
直
接
、
あ
る
い
は
間
接
的
に
発

生
し
て
い
ま
す
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転

換
し
て
も
雇
用
は
確
保
で
き
る
こ
と
が
ド

イ
ツ
の
例
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
（W

W
F

ジ
ャ

パ
ン
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）
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